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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・計算機システム・ネットワーク 
キーワード：情報ネットワーク，ユビキタスコンピューティング，ユニバーサルデザイン，ユ

ーザセントリック 
 
１．研究計画の概要 
 
本研究課題では，ユニバーサルデザインの 7
原則に従ったユビキタスコンピューティン
グ環境を含めたモバイルコンピューティン
グ環境の実現を目指す． 特に，ユニバーサ
ルデザインの 7 原則のうち，「1.誰にでも公
平に利用できること」「2.使う上で自由度が高
いこと」，「3.使い方が簡単ですぐにわかるこ
と」，「4.必要な情報がすぐに理解できること」，
「5.うっかりミスや危険につながらないデザ
インであること」に焦点をあてる．情報系で
の「ユニバーサルデザイン」というとユーザ
インタフェースの研究と思われるかもしれ
ないが，ユニバーサルデザインの指針をシス
テム設計全般に深く広く適用し利用者を中
心に据えたシステム設計，プロトコル設計を
行うことが重要である． 
本課題の目標は，これらの原則を満たすコン
ピューティング環境の実現に欠かせない要
素技術を明らかすること，モバイル／ユビキ
タス分野におけるユニバーサルデザインの
必要性が広く理解されうる実例を示すこと
の 2 点を目標とする． 
 
２．研究の進捗状況 
 
現在の進捗状況を以下に示す． 
 
（１）グランドデザインの導入容易性を確保
するために，プロダクトライン開発方法論を
適用した．特に，プロダクトライン開発方法
論の中でも PLUS と呼ばれる手法に注目し，

PLUS 適用時における課題の考察，およびそ
の課題の解決方法を示した．コンピューティ
ング環境を構成する機器やサービスの多様
性に対する統一的な枠組みとして期待でき
る．また，非機能要件に着目して，ソフトウ
ェア開発方法論の拡張を行った．具体的には，
フィーチャモデリングにおいて従来まで考
慮できなかった非機能要件を表現できるよ
うにモデルの拡張を行い，モデルと実装との
間に横たわるギャップを解消することを試
みた．また，誰でも容易に統一された（フィ
ーチャモデリングに欠かせない）フィーチャ
図の作成を可能にするために，フィーチャ図
作成のためのガイドラインを提案した． 
 
（２）ユーザに理解しやすいサービス連携方
法に関して，位置情報を基準にして要素技術
の開発を実施した．具体的には，サービスを
実現する要素技術の考察を行った．ネットワ
ークセグメントを越えたサービス発見・合成，
キャッシュ技術，およびコンテンツ共有技術
に注目し，これらの技術課題に対処する効率
的な手法を開発した．また，実機またはシミ
ュレーションにより提案した手法の有効性
を評価した．また，ユーザとの連携に重要な
役割を担う位置情報の精度の改善および位
置情報を含めたコンテキスト情報を利用し，
サービス連携手法の考察を行った．具体的に
は，ユーザ協調型の位置補正技術の開発と，
ネットワーク上に分散して存在するコンポ
ーネントの同期機構を提案した．また，これ
らの手法の有効性を実証実験を実施して評
価した． 
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（３）システム設計に基づいてテストベッド
の構築に注力した．具体的には現在までの成
果を考慮し，3 つのテストベッド環境を構築
した．これらの環境により，現在までの成果
の有用性を評価でき，また新しいテスト手法
を構築することができた．これらの結果から
得られた知見は，設計へのフィードバックの
効果を高めることに大きく寄与できる 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している． 
 
（理由） 
 
（１）ユニバーサルデザインの 7 原則に従っ
たモバイルコンピューティング環境の実現
に必要な要素技術を洗い出し，これらの技術
を提案，および実機もしくはシミュレーショ
ンにより，その有効性を明らかにしたことは，
本研究課題の主な目的のひとつであり，大き
く評価できる． 
 
（２）また，テストベッド環境を構築し，洗
い出した要素技術単体だけでなく，それらを
組み合わせた統合技術の有効性の確認とテ
スト手法を考察したこと，およびユーザを中
心にした具体的なサービスイメージを想定
し，その上での技術課題を検討したこと，は
本研究課題の当初の計画通りであり大きく
評価できる． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
今後は，平成 20 年度に導入したプロダクト
ライン開発方法論の有効性の検証と，フィー
ドバックを行うとともに，ユーザに理解しや
すいサービス連携手法として，位置情報を含
めたユーザのコンテキスト情報を用いたサ
ービスアプリケーションを構築していく予
定である． 
今後の研究の推進方策については，様々な要
素技術の評価を，あえて研究用に特別なコン
ピューティング環境を構築することはせず，
研究代表者，分担者および学生が実際に研究
生活を営む環境を用いることを計画してい
る．このことから日常の生活が直接技術の検
証につながる環境において，いくつかのサー
ビスを提供し，本提案の有効性を検証し，必
要な要素技術を確固たるものにしていく． 
また，評価項目としては，消費電力や通信効
率といったシステムの観点からの評価項目
だけでなく，実際に運用していく上でのユニ
バーサルデザインの観点（ユーザの観点）か
らユーザインタフェースや操作手順に関し
ても考察する．  

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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